
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自分でも確認！自己検診のすすめ！ 
 

次の検診までの間は、月 1回、自己検診で 

乳房に小さな変化がないか、鏡の前で見たり、 

手で触って確認しましょう！！ 

２日間の便を取りますが、１日分でも検査は可能です。 

 

便に血液が付いているかを正しく調べるため、採便棒でまんべんなく

便の表面をこすります。詳細は説明書を読んでください。 

取った便は、採便容器に入れ提出まで温度の低い場所で保管します。 

 

「要精密検査」「精密検査不要」のいずれかの結果が 

送付されます。 

 

・２本のうち１本でも「陽性」であった場合は、「要精密検査」

になります。必ず医療機関で精密検査を受けてください。

再度、便潜血検査を行っても、適切ではありません。 

・２本とも「陰性」の場合は「精密検査不要」となります。

次回の検診を受けてください。 

・精密検査の結果は、今後の適切な検診のために、精密検

査を実施した機関、検診を行った機関、市町村が共有し

ます（個人情報保護法の例外事項として認められていま

す）。 

検査 
 内視鏡を挿入し、２０分ほど大腸内を観察します。がんの

疑いがある場合は、組織を取る検査も同時に行います。検査

の前日から、下剤を服用して大腸の中をきれいにします。 

 大腸内視鏡検査が困難な場合は、S 状結腸内視鏡検査と注

腸エックス線検査を併用した検査を行います。その他大腸

CT検査を行う場合もあります。 

乳房専用のエックス線検査です。 

乳房を２枚の板で挟み、乳房全体を撮影し

ます。 

病変が見つかりやすいエックス線画像を撮

影するため、乳房をできるだけ平たくする

必要があります。 

そのため、検査時に痛みを 

感じる人が多くみられますが、 

被ばくを少なくすることが 

できます。 

 

乳房の上から超音波を当て、反射波を

画像化して診断します。痛みや放射線

被ばくの心配はありません。 

「要精密検査」「精密検査不要」のいずれかの

結果が送付されます。 

・「要精密検査」の場合は、必ず医療機関で 

精密検査を受けてください。 

・「精密検査不要」の場合は、次回の検診を 

受けてください。 

・精密検査の結果は、今後の適切な検診のため

に、精密検査を実施した機関、検診を行った

機関、市町村が共有します（個人情報保護法

の例外事項として認められています）。 

穿刺吸引細胞診 

細い針を乳房の病変部に刺し、注射

器で細胞を吸い取り、顕微鏡で細胞

の状態を調べます。 

 

針生検・マンモトーム生検 

太い針で腫瘍の一部を塊で採取し、 

組織の中にがん細胞があるかどう 

かやその状態を調べます。 

事前に、バリウムによる胃がん検診に関す

る留意事項を確認して、検査が受けられる

かどうかを確認してください。 

 

検査前日 

午後１０時以降の飲食は禁止です。 

水は大丈夫です。 

前夜は飲酒をしないでください。 

 

検査当日 
飲食、喫煙は禁止です。 

水は検査開始２時間前までに２００ｍｌ 

まで大丈夫です。 

 

問診                      
検査 

・造影剤のバリウムと胃を膨らませる 

発泡剤を飲んで、レントゲンの撮影を 

行ないます。 

・膨らんだ胃の粘膜にバリウムを付着させ

るために、身体を仰向けや、うつぶせ、左

右に回転させるなどの指示が出されます。 

 

検査後 

バリウムの排泄を促すため下剤を内服して

いただきます。水分補給をして、バリウムが

早く排泄されるようにしてください。 

「要精密検査」「精密検査不要」の 

いずれかの結果が送付されます。 

 
・「要精密検査」の方は必ず医療機関で 

精密検査を受けてください。 

・「精密検査不要」の方は次回の検診を 

受けてください。 

・精密検査の結果は、今後の適切な検診の

ために、精密検査を実施した機関、検診

を行なった機関、市町村が共有します（ 

個人情報保護法の例外事項として認めら

れています）。 

マンモグラフィ検査 超音波検査（主に 30～40代） 検査後（約１か月半後） 

便潜血検査 検査後（約１か月半後） 
胃エックス線検査 検査後（約１か月半後） 

「要精密検査」「精密検査不要」のいずれかの結

果が送付されます。 

・「要精密検査」の場合は、必ず指定医療機関で

精密検査を受けてください。 

・「精密検査不要」の場合は、２年後に検診を 

受けてください。 

・精密検査の結果は、今後の適切な検診のため

に、精密検査を実施した機関、検診を行った機

関、市町村が共有します（個人情報保護法の例

外事項として認められています）。 

問診                 細胞採取 

 問診では、妊娠歴、最終月経日、    子宮頸部の細胞を採取器具で少し 

月経周期、月経の持続日数等の     採ります。採取時、多少の痛みや 

 確認があります。           出血があります。           

生理用ナプキンを用意しておくと 

安心です。 

細胞検査 検査後（約１か月半後） 

コルポスコープ検査と組織診・細胞診 

 コルポスコープという拡大鏡を使用して、子宮膣

部の病変の有無を観察します。病変部があれば、組

織を採取して病理検査を行います。 

 HPV検査は病変部の細胞の一部を使い、HPV-

DNA検査を行います。 

 


